
■多様な主体におけるスポーツの機会創出 関連 

○ 自分たちが生き生きと人生を楽しむためには、やはりスポーツそのものも楽しい

し、それを通じて健康になるというポジティブな考え方を、色々な角度から発信し

ていく方法について考えていけると良い。 

○ 第２期基本計画には“ビジネスパーソン”という言葉が入っており、さらに第３期

には“子育て世代”も追加されたが、企業が多い愛知県であるからこそ、企業と連携

した取組に力を入れていけると良い。 

○ 障害者の方の社会参加という意味を含めて、スポーツ大会やスポーツに参加する

ための場所、指導者が足りないという状況もあるため、そういった視点も含めた計

画を策定していただけるとありがたい。 

○ 国の第３期計画で新たに追加された「つくる／はぐくむ」という視点、障害のある

方や健常者という枠を超えて、みんなが持続可能で楽しめるものを作っていければ

良い。 

○ 残念ながら社会の要請に応えられるだけの総合型クラブがあまり多くないという

現状がある。自分たちのクラブでやりたいことをやっているため、それはそれで良

いという考え方もあるが、質を向上させたり、一歩進めていくには、もう少しお金の

投入が必要という気もする。 

■子どものスポーツ活動の充実 関連 

○ 子どもの頃に運動嫌いになってしまうと、20 代、30 代となって運動が好きになる

かというと、なかなか難しいと思う。子どもたちが運動に親しみ、楽しいと感じても

らえるような取組ができれば良い。 

○ 中学校も部活動が減ってきているが、子どもたちが今度どこで能力を発揮するの

かということで、民間のクラブに通えばお金がかかるため、活躍できる場をつくっ

ていくという点、そういうことを考えていただきたい。 

○ 教員の働き方改革が大きく叫ばれている中で、部活動指導に対して熱心に取り組

んでいる教員がいる一方で、それを負担に感じている教員が多いことが課題となっ

ている。資料にも関連の記載があるが、部活動指導員をさらに充実していただける

とありがたい。 

○ 学校部活動から地域部活動に移行した場合、学校から部活動が手を引いていくと

いう方向性が段々と見え始めているが、そうなったときに学校が何をすべきか。  

子どもたちにスポーツの機会を提供するために、どうあるべきかという意識改革を

含めた大きな検討を今後進めていかなければならない。 

■トップアスリートの育成 関連 

○ スポーツ医・科学の分野を視野に入れながら事業を展開するということを県とも

話をしているが、他の都道府県の中にはもっと強く打ち出したり、自治体で施設を

所有しているところもあるため、スポーツ医・科学の視点を計画に盛り込んでいけ

ると良い。 

○ 競技力の向上を目指すのであれば、トップアスリートアカデミーの競技種目を増

やしていくことも検討していくべき。 

○ ＩＯＣはトップアスリートのことを考えている組織のように認識されているが、

最近ではオリンピックの舞台に上がっていくまでの人間の姿というのを大事にした

いという方針を打ち出している。スポーツは自分らしく生きるためのものであるた

め、そういうための場所をどうしたら提供できるかということを考えていきたい。 

■アジア競技大会・アジアパラ大会の開催、レガシー創出 関連 

○ 愛知・名古屋のアジア大会のレガシーをどのように計画の中に明記し、大会後と

なる５年間をどうしていくのかという観点も、論点として盛り込んでいただきたい。 

○ 観光面では、気候変動とどうやって向き合っていくのかということが喫緊の課題

である。特に今回の東京 2020 大会は、二酸化炭素排出量削減やカーボンニュートラ

ルを目指すといった点にも力を入れて、オリンピックとしてはかなり成功した取組

ではないかと思っているが、アジア大会ではどのようなことを目指していくのか。 

○ スポーツは、性別や年齢、国籍、障害の有無など、様々な垣根を越えて楽しむこと

ができる。共生社会の実現に向け、スポーツの活用は非常に効果的であると思う。 

■スポーツによる地方創生、まちづくり 関連 

○ 国のスポーツ基本計画では、スポーツによる地方創生といった論点も盛り込まれ

ているため、新しい県の計画においてもそういった点を検討していけると良い。 

○ ５ＧやＩｏＴ等の新技術を活用し、より多くの方に来場していただき、来場した

方が特別な観戦体験を共有できるような仕掛けも検討したい。 

○ チームとして持続可能な社会の実現に貢献したいと考えているが、スポーツやプ

ロスポーツチームを通じた活動により、市民の方にＳＤＧｓをより身近に感じてい

ただけるのではないか。 

○ 企業がクラブチームを持っているケースがあり、県の次期スポーツ推進計画を策

定するにあたり、“どんなことを期待しているのか”とか“どんな課題があり、どの

ように動いていくのか”ということがあれば、ぜひこのヒアリングの中で何ヶ所か

当たっていただけるとありがたい。 
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